
いちごドリルプリント

弥生時代プリント 名前

問1 日本列島で稲作が広まり、人々が竪穴住居に住んで定住生活を行っていた時代について説明した記述があります。その記述には、大陸から伝わ
った銅鐸や銅鏡などの青銅器が祭りの道具として用いられていたことや、当時の中国の歴史書において日本が「100余りの国」に分かれていたと
記されていることが示されています。この時代の名称として正しいものを選びなさい。 （2022年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 奈良時代 2. 弥生時代 3. 古墳時代 4. 縄文時代

問2 大陸からの技術伝来によって起きた、弥生時代の道具の変化に関する説明として正しいものはどれですか。 （2018年 奈良県公立入試 類似）

1. 青銅が農具の主材料となり、それ
まで使われていた木製農具は全く使
われなくなった。

2. 朝鮮半島から伝わった技術により
、打製石器を加工して鉄のように鋭
くする技法が確立した。

3. 石器から金属器への移行が進み、
実用的な道具には主に鉄が用いられ
るようになった。

4. 中国から伝わった鉄を使い、日本
独自の文化である縄文土器の文様が
より複雑になった。

問3 佐賀県で発見された、弥生時代の大規模な環濠集落の跡として知られる遺跡について述べた文として、適切なものはどれですか。 （2016年

岐阜県公立入試 類似）

1. 縄文時代の集落跡であり、大型の
堅穴住居やクリの栽培跡が確認され
ている。

2. 戦国時代から江戸時代にかけて銀
の採掘が行われた、世界遺産に登録
されている遺跡である

3. 物見やぐらや竪穴住居が復元され
ており、銅鏡や銅鐸などの青銅器が
出土している。

4. 相沢忠洋によって発見された、日
本に旧石器時代が存在したことを証
明する遺跡である。

問4 弥生時代、大陸から金属器が伝わったことで人々の生活は大きく変化しましたが、当時の「青銅器」の主な用途と代表的な道具の組み合わせと
して最も適切なものはどれですか。 （2018年 大阪府公立入試 類似）

1. 鋭利な刃物として戦闘に用いられ
、剣や矛などの武器の主流となった
。

2. 食料を保存・調理するための容器
として用いられ、須恵器などが作ら
れた。

3. 頑丈な農具として開墾に用いられ
、すきや鍬（くわ）の先などが作ら
れた。

4. 祭祀や儀式のための道具として用
いられ、銅鐸や銅鏡などが作られた
。

問5 邪馬台国の女王である卑弥呼は、239年に中国の魏へ使節を送り、皇帝から「親魏倭王」の称号や金印、銅鏡などを授かりました。卑弥呼がこの
ように中国の王朝と外交関係を結んだ主な政治的背景として、最も適切な説明はどれですか。 （2020年 徳島県公立入試 類似）

1. 魏で施行されていた律令制度を学
び、日本で最初の本格的な法治国家
を建設するため

2. 魏から金銀などの貴金属を輸入し
、国内で独自貨幣の発行を開始する
ため

3. 朝鮮半島南部にある任那の日本府
を維持するために、魏へ軍事支援を
要請するため

4. 魏の皇帝の権威を利用することで
、対立していた狗奴国などに対して
自国の優位性を示すため

問6 1世紀頃、日本（倭）の小国の王が中国の漢（後漢）の皇帝に使いを送り、皇帝から臣下として認められた証として授けられたとされる金印には
、どのような文字が刻まれていますか。 （2019年 長野県公立入試 類似）

1. 親魏倭王 2. 漢委奴国王 3. 卑弥呼 4. 志賀島

問7 1世紀半ばに日本の「奴国」の王が中国へ使者を送り、皇帝から金印を授かったという出来事が記されている、当時の中国の歴史書として正しい
ものを答えなさい。 （2016年 大阪府公立入試 類似）

1. 後漢書 2. 史記 3. 魏志 4. 日本書紀

問8 弥生時代に大陸から伝わった技術や文化が、当時の社会に与えた影響を説明した文として、最も適切なものはどれですか。 （2022年 鹿児島県公立入試

類似）

1. 青銅器が実用的な農具として普及
したことで、開墾が進み全国的な統
一国家が誕生した。

2. 狩猟や採集がより効率的になり、
人々は移動を繰り返しながら竪穴住
居に住んだ。

3. 稲作の普及により食料の蓄えが可
能になり、貧富の差や集団をまとめ
る王が現れた。

4. 巨大な前方後円墳を築くための高
い土木技術が伝わり、各地に大規模
な古墳が作られた。

問9 弥生時代、稲作の普及によって余剰生産物が生まれると、富を蓄えた有力者が現れ、各地に小規模な政治集団である「国」が形成されました。
当時の倭（日本）の有力な王は、中国の王朝から自らの地位を正式に認められることで、周辺諸国に対する権威を高めようとしました。西暦57
年に、倭の「奴国」の王が中国の後漢の皇帝から授かった、その地位を証明するための品物として正しいものを選びなさい。 （2018年 神奈川県公立入試

類似）

1. 「漢委奴国王」と刻まれた金印 2. 三角縁神獣鏡 3. 稲荷山古墳から出土した鉄剣 4. 仏像や経典

問10 表面に当時の生活の様子や動植物、流水文などの模様が描かれ、上部に「鈕（ちゅう）」と呼ばれる持ち手のような部分がついている、弥生時
代の祭祀用青銅器の名称は何か。 （2026年 新潟県公立入試 類似）

1. 銅戈 2. 埴輪 3. 銅鐸 4. 銅矛

問11 弥生時代、稲作が西日本から東日本へと普及して食糧の蓄えができるようになると、各地で土地や水をめぐる争いが起こり、小さな国々が誕生
しました。こうした中、倭の奴国の王が中国の王朝へ使いを送った目的や背景として最も適切な説明を選びなさい。 （2022年 広島県公立入試 類似）

1. 巨大な前方後円墳を築造するため
の最新技術を導入し、日本列島全体
の統一を早急に成し遂げようとした
。

2. 中国の後漢の光武帝から金印を授
かることで、自らの支配の正当性を
背景に権力を強めようとした。

3. 土偶を用いた独自の祭祀を中国に
認めてもらうことで、大陸での宗教
的な影響力を拡大しようとした。

4. 鉄製農具や須恵器の製作技術を独
占し、縄文時代から続く狩猟・採集
の生活をより豊かにしようとした。

問12 1世紀頃の東アジアにおいて、中国の皇帝が周辺国の支配者に対して「みつぎ物」の見返りとして「称号」や「印」などを与える国際秩序があり
ました。倭の王が中国へ使いを送った歴史的背景や目的として最も適切な説明はどれですか。 （2019年 長野県公立入試 類似）

1. 仏教などの新しい宗教を中国から
正式に導入し、国を治めるための思
想として活用しようとした。

2. 中国と対等な立場で外交関係を築
き、軍事的な同盟を結ぶことで領土
を拡大しようとした。

3. 中国の皇帝に臣下として認められ
ることで、自らの支配者としての地
位を国内や周辺に示そうとした。

4. 朝鮮半島北部の小国として、中国
の強力な武力による直接支配から逃
れるための許可を求めた。

問13 3世紀の中国の歴史書である『魏志倭人伝』には、当時の日本（倭）の様子が記されています。それによると、倭ではもともと男子を王としてい
ましたが、国が乱れて互いに攻め合う状態が数年続きました。この混乱を収めるためにとられた歴史的な経緯として正しいものはどれですか。
（2020年 徳島県公立入試 類似）

1. 仏教を国教として導入し、人々の
信仰によって乱れを鎮めた

2. 狗奴国の王が武力によって全ての
小国を制圧した

3. 一人の女性を王として共立し、国
をまとめさせた

4. 中国の魏から派遣された総督が直
接統治を行った
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問1 1世紀頃、日本（倭）の小国の王が中国の漢（後漢）の皇帝に使いを送り、皇帝から臣下として認められた証として授けられたとされる金印には
、どのような文字が刻まれていますか。 （2019年 長野県公立入試 類似）

1. 漢委奴国王 2. 志賀島 3. 卑弥呼 4. 親魏倭王

問2 弥生時代における「ムラ同士の争い」は、その後の日本の社会構造にどのような変化をもたらしましたか。当時の社会の流れとして最も適切な
説明を選びなさい。 （2024年 北海道公立入試 類似）

1. 争いを通じて周辺のムラが統合さ
れ、クニと呼ばれる強力な政治的ま
とまりが形成された

2. 争いを避けるために人々が再び移
動生活に戻り、定住する集落が一時
的に消滅した

3. すべての人が平等に食料を分配す
る仕組みが作られ、身分の差が完全
になくなった

4. 争いを鎮めるために、各集落が完
全に独立したまま交流を断つ鎖国の
ような状態になった

問3 3世紀の中国の歴史書において、邪馬台国の女王卑弥呼が30ほどの小国を従え、倭の王として交流したことが記されている当時の中国の王朝名を
答えなさい。 （2023年 山形県公立入試 類似）

1. 魏 2. 漢 3. 隋 4. 秦

問4 縄文時代に続く弥生時代に使われた土器は、それ以前の縄文土器と比べて薄くて硬く、赤褐色をしていることが多いという特徴があります。こ
の土器の名称として正しいものはどれか。 （2016年 鳥取県公立入試 類似）

1. 須恵器 2. 弥生土器 3. 土師器 4. 黒色土器

問5 日本の「奴国」が中国の後漢から金印を授かった紀元1世紀前後の、日本と世界の情勢について述べた文として、背景や関連性が正しいものはど
れですか。 （2019年 神奈川県公立入試 類似）

1. 奴国の王は、イスラム教の影響を
受けた後漢の制度を取り入れるため
に金印を求め、パレスチナでは十字
軍の遠征が始まっていた。

2. 奴国の王は、インダス文明との交
易を有利に進めるために後漢へ使者
を送り、同時期に中国では仏教が日
本へ伝来した。

3. 奴国の王は、織田信長が行った楽
市・楽座のような自由貿易を求めて
後漢と交渉し、同時期のヨーロッパ
では大航海時代が幕を開けていた。

4. 奴国の王は、中国の皇帝との外交
関係を築くことで自国の地位を高め
ようとし、同じ頃の世界ではローマ
帝国の繁栄とともにキリスト教が成
立し始めていた。

問6 江戸時代に志賀島で発見された「漢委奴国王」と刻まれた金印や、3世紀の歴史書に記された卑弥呼が「親魏倭王」の称号を授かったという記述
は、当時の日本と中国のどのような関係を示していますか。 （2021年 茨城県公立入試 類似）

1. 中国の皇帝が日本の優れた統治体
制に学び、日本の王に中国の政治顧
問を依頼した関係

2. 日本と中国が対等な立場での自由
貿易を約束し、称号の交換を経済的
な儀礼とした関係

3. 日本が中国の王朝に対して軍事的
な圧力をかけ、金印や称号を無理や
り奪い取った関係

4. 中国の皇帝に臣下として礼を尽く
すことで、自らの支配権の正統性を
認めてもらう関係

問7 1世紀半ばの日本（倭）において、九州にあった奴国の王が中国の王朝に使者を送り、皇帝から金印を授けられたという記録が中国の歴史書に残
されています。このとき、奴国の王に金印を授けた中国の王朝として正しいものを次の中から選びなさい。 （2026年 山口県公立入試 類似）

1. 魏 2. 秦 3. 漢 4. 隋

問8 弥生時代に大陸から稲作とともに伝わった金属器のうち、硬くて鋭利な特徴を活かして、木工具や農具、武器などの実用的な道具として広く普
及したものは何ですか。 （2016年 大阪府公立入試 類似）

1. 石器 2. 土器 3. 鉄器 4. 青銅器

問9 弥生時代の祭祀で使われた青銅器のうち、釣鐘のような独特の形状をした道具について述べた文として、最も適切なものはどれですか。 （2026年

滋賀県公立入試 類似）

1. 土でつくられ、古墳の周囲に並べ
ることで死者の霊を慰める役割を果
たした。

2. 非常に鋭い刃を持ち、敵と戦うた
めの武器や木材を加工する工具とし
て使われた。

3. 仏教の伝来とともに寺院に設置さ
れ、人々に時刻を知らせるために打
ち鳴らされた。

4. 表面に当時の狩猟や農耕の様子、
生活風景を反映した文様が刻まれて
いる。

問10 『魏志』倭人伝などの中国の歴史書に記述が見られ、3世紀ごろに争乱が続いていた倭国を治めるため、邪馬台国の女王として共立された人物は
誰か。 （2016年 北海道公立入試 類似）

1. 持統天皇 2. 神功皇后 3. 推古天皇 4. 卑弥呼

問11 兵庫県神戸市の桜ヶ丘町などで出土した、釣り鐘のような独特の形をした弥生時代の青銅器について述べた文として、最も適切なものはどれで
すか。なお、この青銅器の表面には、当時の生活の様子や幾何学的な文様が描かれていることがあります。 （2021年 大阪府公立入試 類似）

1. 魏の皇帝から邪馬台国の女王に贈
られたとされる銅鏡である

2. 縄文時代の集落で見つかる、魔除
けのために作られた土偶である

3. 古墳の副葬品として納められた、
馬に装着する鉄製の装具である

4. 狩猟や農耕の様子が描かれた、祭
祀に用いられた銅鐸である

問12 弥生時代に大陸から稲作が伝わり、食料を蓄えることが可能になったことで生じた社会の変化について、最も適切な説明を選んでください。
（2021年 神奈川県公立入試 類似）

1. 土地や水の利用、蓄えた食料など
をめぐって、ムラの間で争いが起こ
るようになった。

2. 政府から農民へ平等に土地が割り
当てられ、収穫した稲を税として納
める制度が整った。

3. ナウマン象などの大型動物を狩猟
するために、人々は移動を繰り返し
ながら生活するようになった。

4. 表面に縄目の文様がある、厚手で
黒褐色の土器が全国的に作られるよ
うになった。

問13 弥生時代の遺跡からは、中央に2つの穴が開いた半月形の石器が数多く出土します。この道具を用いた当時の収穫方法と、その特徴について説明
したものとして最も適切なものを選びなさい。 （2024年 秋田県公立入試 類似）

1. 石器の鋭い側面を使い、脱穀のた
めに稲の茎から籾をこすり落として
いた。

2. 複数の石器を組み合わせて土を掘
り起こし、田植えの前の耕作に使用
していた。

3. 穴に長い木の柄を取り付け、稲を
根元から一気に刈り取る「根刈り」
を行っていた。

4. 穴に紐を通して指にかけ、熟した
稲の穂先のみを摘み取る「穂首刈り
」を行っていた。
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問1 弥生時代に大陸から伝えられた金属器のうち、銅鐸や銅剣などの青銅器は、主にどのような目的で使用されていたと考えられますか。 （2019年

徳島県公立入試 類似）

1. 集団の祭祀や祭りの道具として用
いられた

2. 食物を煮炊きしたり、貯蔵したり
するための生活容器として用いられ
た

3. 土地を耕したり木を加工したりす
る実用的な工具として用いられた

4. 都の東西に置かれた市で、布や米
と交換される通貨として用いられた

問2 奈良県にある唐古・鍵遺跡のような、周囲を深い濠（ほり）で囲んだ「環濠集落」からは、高床の建物が描かれた土器などが出土しています。
このように、集落の周りに濠を巡らせた主な目的と、この時代の近畿地方において主に祭祀（お祭り）の道具として使われていた青銅器の組み
合わせとして正しいものを選びなさい。 （2018年 神奈川県公立入試 類似）

1. 目的：水害から住居を守るため ／
青銅器：はにわ

2. 目的：水害から住居を守るため ／
青銅器：銅鐸

3. 目的：外部からの敵の侵入を防ぐ
ため ／ 青銅器：土偶

4. 目的：外部からの敵の侵入を防ぐ
ため ／ 青銅器：銅鐸

問3 弥生時代に本格的に始まった稲作において、収穫の際に用いられた石包丁の使用方法について説明したものとして、最も適切なものはどれです
か。 （2017年 千葉県公立入試 類似）

1. 土を掘り返して苗を植えるために
用いられた

2. 稲の穂の部分を摘み取るために用
いられた

3. 稲を根元から刈り取るために用い
られた

4. 収穫した後の脱穀を行うために用
いられた

問4 1世紀半ば、日本の小国の一つであった奴国の王が、中国の王朝である後漢へ使者を送った時期の社会状況として、最も適切なものはどれですか
。 （2022年 愛媛県公立入試 類似）

1. 巨大な前方後円墳が築造されるよ
うになり、その周囲には死者を供養
するための埴輪が並べられた。

2. 狩猟や採集を生活の中心とし、ナ
ウマンゾウなどの大型動物を追って
移動を繰り返す生活を送っていた。

3. 大陸から伝わった稲作や金属器の
使用が広まり、食料の蓄えや土地を
めぐる集落間の争いが起こるように
なった。

4. 仏教による国家の安定を図るため
、聖武天皇の命によって全国各地に
国分寺や国分尼寺が建立された。

問5 佐賀県に位置する弥生時代の代表的な遺跡では、居住エリアの周囲を二重の濠（ほり）や高い柵が囲んでおり、外敵を監視するための物見櫓（
ものみやぐら）の跡も見つかっています。この遺跡の名称と特徴の組み合わせとして正しいものはどれですか。 （2022年 沖縄県公立入試 類似）

1. 登呂遺跡 ―
仏教寺院が建立された集落

2. 三内丸山遺跡 ―
縄文時代の巨大集落

3. 板付遺跡 ―
広場に川が流れる開放的な集落

4. 吉野ヶ里遺跡 ―
大規模な環濠集落

問6 歴史上の出来事を整理する際、100年単位の「世紀」という区分が用いられます。例えば、西暦300年という年は、何世紀の終わりの年にあたり
ますか。 （2023年 山形県公立入試 類似）

1. 30世紀 2. 3世紀 3. 2世紀 4. 4世紀

問7 邪馬台国の女王が中国の魏の皇帝に使者を送った際、皇帝から授けられたとされる称号と、その証として贈られた品物の組み合わせとして適切
なものを選びなさい。 （2025年 長野県公立入試 類似）

1. 「日本国王」の称号と、明との貿
易に用いられた勘合符

2. 「倭王」の称号と、百済から贈ら
れた七支刀

3.
「親魏倭王」の称号と、金印や銅鏡

4. 「漢委奴国王」の称号と、志賀島
で発見された金印

問8 3世紀の中国（魏）の歴史書には、当時の日本の様子が記述されています。邪馬台国の女王である卑弥呼が、魏の皇帝から授かった称号と品物の
組み合わせとして正しいものはどれですか。 （2023年 岩手県公立入試 類似）

1. 漢委奴国王の称号と、金印 2. 倭王武の称号と、鉄剣 3. 征夷大将軍の称号と、刀や鎧 4. 親魏倭王の称号と、金印や銅鏡

問9 弥生時代の遺跡の復元資料において、茅（かや）などの植物で葺かれた屋根が地面に接するほど低く設置され、地面を掘り下げて基礎としてい
る住居が見られます。この住居と、同じ時代に稲などを保管するために作られた「高床倉庫」の構造上の最大の違いは何ですか。 （2018年

奈良県公立入試 類似）

1. 住居は円形のものしかないが、倉
庫はすべて三角形の形をしている

2. 住居は木材を一切使わずに石だけ
で作られているが、倉庫は木材を中
心に作られている

3. 住居は瓦で屋根を葺いているが、
倉庫は茅や草を用いて屋根を葺いて
いる

4. 住居は地面を掘り下げて床を作っ
ているが、倉庫は柱によって床を高
い位置に設けている

問10 当時の日本（倭）では多くの小国が分立して争いが続いていたことが中国の歴史書に記されています。このような状況下で、邪馬台国の卑弥呼
が魏に使節を送り、皇帝との外交関係を築いた主な目的は何ですか。 （2019年 広島県公立入試 類似）

1. 魏の進んだ鉄器製造技術を独占す
ることで軍事力を高め、武力によっ
て一気に日本列島を統一するため

2. 大陸で広く信仰されていた仏教を
日本に導入することで、宗教の力に
よって国内の戦乱を鎮めるため

3. 魏が定めていた律令などの法律や
官僚制度を取り入れ、天皇を中心と
する中央集権国家の仕組みを整える
ため

4. 魏の皇帝から倭王としての国際的
な承認を得ることで、国内の他勢力
に対して優位に立ち、支配を安定さ
せるため

問11 弥生時代の生活の様子を描いた資料には、人々が稲の収穫作業を行い、その背景に柱の高い建築物が建てられている様子が見られます。収穫し
たコメを湿気や害獣から守るために、床を高くし「ネズミ返し」と呼ばれる板を柱に取り付けるなどの工夫を施したこの建築物の名称を答えな
さい。 （2023年 神奈川県公立入試 類似）

1. 高床倉庫 2. 貝塚 3. 環壕集落 4. たて穴住居

問12 佐賀県に位置する吉野ヶ里遺跡は、集落の周囲に深い濠（ほり）や土塁を巡らせた「環濠集落」の代表例として知られています。このような大
規模な防衛施設を持つ集落が弥生時代に造られるようになった社会的な背景として、最も適切な説明はどれか、選びなさい。 （2020年 和歌山県公立入試

類似）

1. 頻発する大規模な洪水や高潮から
、住居や高床倉庫の浸水を防ぐ必要
があったため

2. 仏教の伝来にともない、寺院を中
心とした聖域を保護する必要が生じ
たため

3. 本格的な稲作が始まり、土地や水
をめぐる集落間の争いが激しくなっ
たため

4. 狩猟や採集の効率を上げるために
、獲物となる動物を追い込む囲いが
必要だったため

問13 3世紀頃の日本の様子について記された歴史書に関連して、女王卑弥呼が中国の王朝である魏に使者を送った際、魏の皇帝から授けられた称号と
金印の内容として正しいものを次の中から選びなさい。 （2019年 茨城県公立入試 類似）

1. 「親魏倭王」の称号と金印 2. 「征夷大将軍」の宣旨 3. 「日本国王」の金印と勘合 4. 「漢委奴国王」の金印



いちごドリルプリント

弥生時代プリント 名前

問1 弥生時代の社会における銅鐸の特徴や役割について述べた文として、正しいものを選びなさい。 （2023年 三重県公立入試 類似）

1. 大陸との交易を円滑に進めるため
に、重さに応じた価値を持つ貨幣と
して使われた

2. 鉄器よりも硬度が高いという性質
を活かし、木を伐採するための工具
として普及した

3. 次第に大型化し、表面には当時の
生活や自然を反映した装飾が施され
るようになった

4. 各個人の家の中に置かれ、日常的
に家族の健康を祈るための仏具とし
て使われた

問2 弥生時代の代表的な遺跡である佐賀県の吉野ヶ里遺跡について、その集落の構造を説明した記述として最も適切なものを次から選びなさい。
（2023年 佐賀県公立入試 類似）

1. 交易を円滑にするため、海岸線に
沿って長い石垣が築かれ、港の機能
を中心としている。

2. 大規模な公共事業を行うため、周
囲の山を削って平地を作り、規則正
しく住居が並んでいる。

3. 外敵の侵入や攻撃を防ぐため、集
落の周囲に深い溝（濠）を掘り、さ
らに柵を巡らせている。

4. 収穫した稲をネズミや湿気から守
るため、床を高くした高床倉庫が集
落の中心に配置されている。

問3 福岡県の志賀島で発見された金印には、正方形の印面に「漢委奴国王」の五文字が刻まれており、つまみの部分は蛇を模した形状（蛇鈕）とな
っています。この金印を奴国の王が後漢の皇帝から授かった政治的な背景として、最も適切な説明はどれですか。 （2023年 富山県公立入試 類似）

1. モンゴル民族の侵攻に対抗するた
め、大陸の軍隊に日本列島までの援
軍を要請したため

2. 中国の皇帝から地位を認められる
ことで、自らの権威を高めて周辺の
勢力を抑えようとしたため

3. 卑弥呼が「親魏倭王」の称号を得
るための事前交渉として、大陸との
友好関係を築くため

4. 大陸から仏教を公式に導入するた
めの許可を得て、国内の宗教的な統
一を図ろうとしたため

問4 弥生時代に製作された青銅器のうち、釣鐘のような形をしており、表面には当時の生活の様子や動物の文様が刻まれている「銅鐸（どうたく）
」は、主にどのような目的で用いられたと考えられていますか。 （2022年 群馬県公立入試 類似）

1. 集落間の戦いにおいて、敵を攻撃
したり威嚇したりする武器として用
いられた

2. 収穫した穀物を煮炊きしたり、保
存したりするための調理器具として
用いられた

3. 作物の豊かな実りを祈るなどの祭
りの道具として用いられた

4. 衣服を織るための繊維を整えたり
、糸を紡いだりするための機織り用
の道具として用いられた

問5 弥生時代に稲作が広まったことで、土地や水をめぐる争いが起こるようになりました。集落を外敵からの攻撃から守るために、周囲に深い堀を
掘り、木の柵を設置した集落を何と呼びますか。 （2024年 沖縄県公立入試 類似）

1. 高床倉庫 2. 環濠集落 3. 三内丸山遺跡 4. 石舞台古墳

問6 3世紀の日本の様子を伝える中国の歴史書『魏志倭人伝』の記述に基づき、当時の社会や統治の状況として正しい説明はどれですか。 （2022年

長野県公立入試 類似）

1. 聖徳太子が冠位十二階を定め、家
柄にとらわれず才能のある人物を役
人に登用した。

2. 墾田永年私財法が制定され、新し
く開墾した土地を永久に自分のもの
にすることが認められた。

3. 唐から来日した鑑真が仏教の戒律
を伝え、国内の寺院の整備が進めら
れた。

4. 邪馬台国の女王である卑弥呼が、
乱れていた多くの国をまとめ、約30
の国を従えていた。

問7 弥生時代の遺跡で見つかる特徴のうち、当時の社会において集団間の緊張や争いがあったことを最も直接的に示しているものはどれですか。
（2021年 愛知県公立入試 類似）

1. 収穫した稲の穂を効率よく摘み取
るために使用された、平らな石に穴
を開けた石包丁

2. 湿気やネズミの被害から穀物を守
るために、柱にねずみ返しを設けた
床の高い建物

3. 集落を二重、三重に囲む深い堀や
、尖った杭を並べた逆茂木（さかも
ぎ）の跡

4. 祭祀や宝物として用いられたと考
えられる、複雑な文様が描かれた青
銅製の銅鐸や銅鏡

問8 弥生時代の生活の様子を描いた資料には、人々が稲の収穫作業を行い、その背景に柱の高い建築物が建てられている様子が見られます。収穫し
たコメを湿気や害獣から守るために、床を高くし「ネズミ返し」と呼ばれる板を柱に取り付けるなどの工夫を施したこの建築物の名称を答えな
さい。 （2023年 神奈川県公立入試 類似）

1. たて穴住居 2. 貝塚 3. 環壕集落 4. 高床倉庫

問9 1世紀に倭の奴国の王が中国の後漢へ使者を送り、光武帝から金印を授かった背景として、当時の小国の王たちの目的を説明したものとして最も
適切なものはどれですか。 （2023年 大阪府公立入試 類似）

1. 中国の皇帝から地位を認められる
ことで、自国の権威を高め、周囲の
国々に対して有利に立つため。

2. 中国からの軍事支援を直接受け、
近隣諸国を武力で一気に統一しよう
と考えたため。

3. 遣隋使や遣唐使のように、進んだ
律令制度を学び取り、日本独自の憲
法を制定するため。

4. 仏教などの新しい宗教を中国から
導入し、国民の精神的な団結を図る
ため。

問10 佐賀県に位置する弥生時代の代表的な遺跡では、居住エリアの周囲を二重の濠（ほり）や高い柵が囲んでおり、外敵を監視するための物見櫓（
ものみやぐら）の跡も見つかっています。この遺跡の名称と特徴の組み合わせとして正しいものはどれですか。 （2022年 沖縄県公立入試 類似）

1. 登呂遺跡 ―
仏教寺院が建立された集落

2. 三内丸山遺跡 ―
縄文時代の巨大集落

3. 吉野ヶ里遺跡 ―
大規模な環濠集落

4. 板付遺跡 ―
広場に川が流れる開放的な集落

問11 佐賀県の吉野ヶ里遺跡などの墳丘墓から出土する「細形銅剣」をはじめとした青銅器の性格について述べた文として、歴史的な事実と合致する
ものはどれですか。 （2021年 佐賀県公立入試 類似）

1. 弥生時代を通じて、一貫して実戦
での殺傷能力を追求した武器であっ
た

2. 調理や食事を円滑に進めるために
開発された、一般庶民の日常の生活
用具であった

3. 富や権力を象徴し、村々のまとま
りを強めるための儀式や祭りに用い
られた

4. 鉄器に比べて硬度が高かったため
、土木工事の道具として普及した

問12 弥生時代に大陸から伝わり、日本の社会を大きく変化させた稲作の広がりについて述べた文として、正しいものはどれか。 （2023年 佐賀県公立入試

類似）

1. 稲作は日本全土に均一に広まり、
北海道や沖縄においてもこの時期に
大規模な水田開発が行われた。

2. 稲作は九州から始まり、東北地方
まで広がったが、当時の気候や環境
の影響もあり北海道や沖縄を除く地
域に定着した。

3. 稲作の普及により、それまで使わ
れていた打製石器がすべて消失し、
すべてが青銅器や鉄器に置き換わっ
た。

4. 稲作が伝わった直後に大王（おお
きみ）と呼ばれる強力な支配者が現
れ、全国の開墾を命令した。



いちごドリルプリント
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問1 邪馬台国の女王卑弥呼に関する記述として、最も適当なものはどれか。 （2016年 北海道公立入試 類似）

1. 摂政である聖徳太子とともに、冠
位十二階や十七条の憲法を定めた。

2. 魏に使いを送り、「親魏倭王」の
称号や多数の銅鏡を授かった。

3. 夫である天皇の死後、軍を率いて
朝鮮半島へ出兵したという伝説があ
る。

4. 日本で初めて本格的な都城である
藤原京を造営し、国家体制を整えた
。

問2 弥生時代に大陸から稲作が伝わり、食料を蓄えることが可能になったことで生じた社会の変化について、最も適切な説明を選んでください。
（2021年 神奈川県公立入試 類似）

1. 表面に縄目の文様がある、厚手で
黒褐色の土器が全国的に作られるよ
うになった。

2. 政府から農民へ平等に土地が割り
当てられ、収穫した稲を税として納
める制度が整った。

3. 土地や水の利用、蓄えた食料など
をめぐって、ムラの間で争いが起こ
るようになった。

4. ナウマン象などの大型動物を狩猟
するために、人々は移動を繰り返し
ながら生活するようになった。

問3 弥生時代の社会状況を示す事例として、香川県にある紫雲出山遺跡のように、瀬戸内海を一望できる高い山の上に作られた「高地性集落」があ
ります。卑弥呼が邪馬台国を治めていた時期を含め、このような特殊な場所に集落が作られた理由として、当時の社会背景を説明したものを選
びなさい。 （2021年 香川県公立入試 類似）

1. 白村江の戦いで敗れた後、唐や新
羅の侵攻に備えて防衛拠点としての
城を築いたため。

2. 遣隋使や遣唐使として派遣される
人々を、高い場所から見送る儀式を
行うため。

3. 大陸から伝来した仏教を修行する
ための山岳寺院を建てる必要があっ
たため。

4. 稲作が普及する中で、土地や水を
めぐる集落間の争いが激化し、防衛
や監視に有利だったため。

問4 弥生時代に本格的に始まった稲作において、実った稲の穂先のみを摘み取って収穫するために使われた磨製石器を何というか。 （2016年

奈良県公立入試 類似）

1. 石包丁 2. 石鏃 3. 石匙 4. 打製石斧

問5 弥生時代に本格的に始まった稲作において、収穫の際に用いられた石包丁の使用方法について説明したものとして、最も適切なものはどれです
か。 （2017年 千葉県公立入試 類似）

1. 収穫した後の脱穀を行うために用
いられた

2. 稲を根元から刈り取るために用い
られた

3. 土を掘り返して苗を植えるために
用いられた

4. 稲の穂の部分を摘み取るために用
いられた

問6 紀元前後に位置する東アジアの歴史を記した年表において、1世紀半ばに日本の「倭」の中にあった「奴国」の王が、ある中国の王朝に使節を送
り、その証として金印を授けられたという記述があります。この時、奴国の王が使節を送り、金印を授かった王朝の名称として正しいものを選
択してください。 （2025年 愛媛県公立入試 類似）

1. 秦 2. 魏 3. 隋 4. 漢（後漢）

問7 弥生時代に作られた青銅器の一種で、釣鐘のような形をしており、表面に流水紋や当時の狩猟・農耕の様子が描かれていることがある、稲作の
祭りなどに使われたとされる遺物を何というか名称を答えなさい。 （2020年 大分県公立入試 類似）

1. 勾玉 2. 銅鏡 3. 埴輪 4. 銅鐸

問8 弥生時代の遺跡の復元資料において、茅（かや）などの植物で葺かれた屋根が地面に接するほど低く設置され、地面を掘り下げて基礎としてい
る住居が見られます。この住居と、同じ時代に稲などを保管するために作られた「高床倉庫」の構造上の最大の違いは何ですか。 （2018年

奈良県公立入試 類似）

1. 住居は瓦で屋根を葺いているが、
倉庫は茅や草を用いて屋根を葺いて
いる

2. 住居は地面を掘り下げて床を作っ
ているが、倉庫は柱によって床を高
い位置に設けている

3. 住居は木材を一切使わずに石だけ
で作られているが、倉庫は木材を中
心に作られている

4. 住居は円形のものしかないが、倉
庫はすべて三角形の形をしている

問9 長崎県壱岐市の「原の辻遺跡」は、大規模な環濠集落を特徴とし、中国の歴史書に登場する「一支国（いきこく）」の王都とされています。こ
の一支国も含まれる当時の倭国の様子や、女王卑弥呼が中国へ使者を送った出来事について詳しく記されている書物はどれですか。 （2017年

長崎県公立入試 類似）

1. 『魏志』倭人伝 2. 『宋書』倭国伝 3. 『後漢書』東夷伝 4. 『漢書』地理志

問10 1世紀の日本（倭）において、奴国の王が中国の後漢へ使いを送り、皇帝から「漢委奴国王」と刻まれた金印を授かった政治的な目的として、最
も適切なものはどれですか。 （2024年 佐賀県公立入試 類似）

1. 仏教を日本に伝来させるための正
式な許可を、中国の皇帝から得るた
め

2. 遣隋使や遣唐使を派遣する前の準
備として、航路の安全を中国側に確
認するため

3. 中国の律令制度を日本に導入し、
天皇を中心とした中央集権国家を築
くため

4. 中国の皇帝から自国の支配者とし
ての地位を認めてもらい、周囲の小
国に対して権威を高めるため

問11 弥生時代に朝鮮半島から稲作が伝来したことで、縄文時代とは異なる社会状況が生まれました。生産力の向上や定住生活に伴って発生した出来
事について、適切に説明しているものはどれですか。 （2023年 茨城県公立入試 類似）

1. 狩猟や採集が中心の生活となり、
人々は獲物を求めて常に移動し続け
た。

2. 仏教が伝来し、各地で大規模な寺
院の建設が始まった。

3. 冠位十二階が定められ、個人の才
能や功績に応じて役職が与えられた
。

4. 収穫した稲の分配や土地の所有を
めぐって、むら同士の争いが発生し
た。

問12 弥生時代に大陸から稲作が伝来して定住生活が広まると、集落（ムラ）の間で大規模な争いが発生するようになりました。縄文時代の狩猟・採
集中心の生活ではあまり見られなかったこのような対立が、弥生時代に激化した主な理由として適切なものはどれですか。 （2024年 北海道公立入試

類似）

1. 水田を耕作するための土地や、農
業に欠かせない水の利権を確保しよ
うとしたため

2. 大陸から伝来した仏教の布教をめ
ぐり、信仰の違いから衝突が起きた
ため

3. 獲物を追って移動する範囲を広げ
る中で、獲物の所有権をめぐって対
立したため

4. 気候の寒冷化によって木の実など
の食料が激減し、採集場所を奪い合
ったため

問13 3世紀前半の倭（日本）について記した中国の歴史書である「魏志倭人伝」には、多くの小国を従えた強力な勢力の存在が記されています。この
勢力の名称と、周辺の小国を連合させて治めていたとされる女王の組み合わせとして正しいものはどれですか。 （2026年 大阪府公立入試 類似）

1. 邪馬台国 ― 推古天皇 2. 邪馬台国 ― 卑弥呼 3. 奴国 ― 持統天皇 4. 奴国 ― 卑弥呼



いちごドリルプリント

弥生時代プリント 名前

問1 弥生時代の3世紀、邪馬台国の卑弥呼が中国の「魏」に対して使いを送った目的と、その結果として当時の国際情勢から読み取れる背景として最
も適切なものはどれか。 （2017年 東京都公立入試 類似）

1. 隋の皇帝に対して対等な立場での
外交を求め、小野妹子を派遣して「
日出づる処の天子」という国書を届
けさせた。

2. 全国的な徴税制度である大宝律令
を確立させるために、中国から法制
度の専門家を招いて政治改革を推進
した。

3. 中国の皇帝から倭の王としての正
当性を認められることで、国内の諸
勢力に対する支配力を強化しようと
した。

4. 日宋貿易を円滑に進めるために、
大輪田泊のような港湾施設を整備し
て中国との経済的な結びつきを重視
した。

問2 1世紀頃の東アジアにおいて、中国の皇帝が周辺国の支配者に対して「みつぎ物」の見返りとして「称号」や「印」などを与える国際秩序があり
ました。倭の王が中国へ使いを送った歴史的背景や目的として最も適切な説明はどれですか。 （2019年 長野県公立入試 類似）

1. 仏教などの新しい宗教を中国から
正式に導入し、国を治めるための思
想として活用しようとした。

2. 中国の皇帝に臣下として認められ
ることで、自らの支配者としての地
位を国内や周辺に示そうとした。

3. 朝鮮半島北部の小国として、中国
の強力な武力による直接支配から逃
れるための許可を求めた。

4. 中国と対等な立場で外交関係を築
き、軍事的な同盟を結ぶことで領土
を拡大しようとした。

問3 千葉県茂原市の宮ノ台遺跡から出土した、弥生時代中期の代表的な土器である「宮ノ台式土器」が作られていた頃の世界情勢について、日本の
状況と関連付けて説明したものとして正しいものはどれですか。 （2023年 千葉県公立入試 類似）

1. 日本では鉄器の使用が始まったば
かりであったが、世界では中国の殷
（商）が文字や青銅器を使用し始め
ていた。

2. 日本では仏教が伝来し聖徳太子が
政治を行っていたが、世界ではメソ
ポタミアでハンムラビ王が法典を制
定した。

3. 日本では稲作が定着し、地域ごと
に特色ある土器が作られる一方で、
西洋ではローマ帝国が地中海を支配
していた。

4. 日本では狩猟や採集が生活の中心
であり、世界ではエジプト文明にお
いてピラミッドが建設されていた。

問4 日本列島で稲作が広まり、人々が竪穴住居に住んで定住生活を行っていた時代について説明した記述があります。その記述には、大陸から伝わ
った銅鐸や銅鏡などの青銅器が祭りの道具として用いられていたことや、当時の中国の歴史書において日本が「100余りの国」に分かれていたと
記されていることが示されています。この時代の名称として正しいものを選びなさい。 （2022年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 縄文時代 2. 弥生時代 3. 古墳時代 4. 奈良時代

問5 弥生時代、土を耕すための農具や敵と戦うための武器には、青銅ではなく主に「鉄」が材料として選ばれました。このように鉄器が実用品とし
て普及した理由として、最も適切な説明はどれですか。 （2018年 大阪府公立入試 類似）

1. 鉄は日本列島で独自に発見された
金属であり、大陸から輸入する必要
があった青銅よりも安価だったから
。

2. 青銅は非常に重く持ち運びが困難
だったため、軽量な鉄が実用的な道
具として好まれたから。

3. 鉄は青銅よりも融点が低く、当時
の未熟な技術でも簡単に大量生産す
ることができたから。

4. 鉄は青銅に比べて硬度が高く耐久
性に優れていたため、衝撃の加わる
作業や戦闘に適していたから。

問6 弥生時代に使用された土器の一般的な特徴を説明したものとして、最も適切なものはどれか。 （2026年 北海道公立入試 類似）

1. 表面に縄目の文様が全体に施され
ており、厚手で黒褐色をしている。

2. 呪術的な目的から、表面に激しい
隆起や複雑な装飾が施されている。

3. ろくろを使用せずに低温で焼かれ
たため、形が歪んでおり非常に厚く
て脆い。

4. 赤褐色で文様やかざりが少なく、
薄くて硬い性質を持っている。

問7 弥生時代に製作された銅鐸や銅鏡などの青銅器について、その主な役割や目的として最も適切な説明はどれか。 （2026年 新潟県公立入試 類似）

1. 集落間の争いにおいて、敵を攻撃
するための強力な武器として用いら
れた

2. 大陸との交易において、通貨の代
わりとなる経済的な手段として用い
られた

3. 木材を加工したり土を掘り起こし
たりするための実用的な工具として
用いられた

4. 稲作の豊穣などを願うための祭祀
の道具として用いられた

問8 弥生時代に大陸から伝えられた金属器のうち、銅鐸や銅剣などの青銅器は、主にどのような目的で使用されていたと考えられますか。 （2019年

徳島県公立入試 類似）

1. 都の東西に置かれた市で、布や米
と交換される通貨として用いられた

2. 土地を耕したり木を加工したりす
る実用的な工具として用いられた

3. 集団の祭祀や祭りの道具として用
いられた

4. 食物を煮炊きしたり、貯蔵したり
するための生活容器として用いられ
た

問9 弥生時代に大陸から伝わり、日本の社会を大きく変化させた稲作の広がりについて述べた文として、正しいものはどれか。 （2023年 佐賀県公立入試

類似）

1. 稲作が伝わった直後に大王（おお
きみ）と呼ばれる強力な支配者が現
れ、全国の開墾を命令した。

2. 稲作は日本全土に均一に広まり、
北海道や沖縄においてもこの時期に
大規模な水田開発が行われた。

3. 稲作は九州から始まり、東北地方
まで広がったが、当時の気候や環境
の影響もあり北海道や沖縄を除く地
域に定着した。

4. 稲作の普及により、それまで使わ
れていた打製石器がすべて消失し、
すべてが青銅器や鉄器に置き換わっ
た。

問10 稲作の伝来によって食料を蓄えることが可能になると、社会の仕組みが大きく変化しました。土地や水をめぐる争いが発生し、富や権力を持つ
者が現れたことで生じた、当時の社会の変化として正しい説明を選びなさい。 （2023年 長野県公立入試 類似）

1. 各地に「クニ」と呼ばれるまとま
りができ、それを支配する「王」が
現れた。

2. 人々は定住をやめ、マンモスを追
いかけて移動する生活に戻った。

3. 朝廷が全国の人々を戸籍に登録し
、すべての人に一律に口分田を支給
した。

4. 身分差がなくなり、すべての村人
が平等に食料を分配する仕組みが完
成した。

問11 3世紀の日本の様子を伝える中国の歴史書『魏志倭人伝』の記述に基づき、当時の社会や統治の状況として正しい説明はどれですか。 （2022年

長野県公立入試 類似）

1. 墾田永年私財法が制定され、新し
く開墾した土地を永久に自分のもの
にすることが認められた。

2. 邪馬台国の女王である卑弥呼が、
乱れていた多くの国をまとめ、約30
の国を従えていた。

3. 唐から来日した鑑真が仏教の戒律
を伝え、国内の寺院の整備が進めら
れた。

4. 聖徳太子が冠位十二階を定め、家
柄にとらわれず才能のある人物を役
人に登用した。

問12 弥生時代の社会において、大陸から伝わった「青銅器」と「鉄器」の使い分けに関する説明として、最も適切なものはどれですか。 （2016年

長崎県公立入試 類似）

1. 青銅器は鋭い切れ味を活かして農
具に、鉄器は祭りの楽器に用いられ
た。

2. 青銅器は主に通貨として流通し、
鉄器は主に古墳の副葬品としてのみ
使われた。

3. 青銅器は祭りの道具として用いら
れ、鉄器は工具や農具として用いら
れた。

4. 青銅器は書院造のような武家の住
居を飾る装飾品として用いられた。



いちごドリルプリント

弥生時代プリント 名前

問1 弥生時代に環濠集落が形成されるようになった直接的な背景として、最も適切な説明はどれですか。 （2024年 沖縄県公立入試 類似）

1. 稲作が始まり、土地や水の利権、
蓄えられた食料をめぐる集落同士の
争いが激しくなったため。

2. 大陸から仏教が伝わり、寺院を中
心とした新しい町づくりが推奨され
たため。

3. 大規模な土木技術が導入され、洪
水などの自然災害から住居を守るこ
とが目的となったため。

4. 気候の寒冷化により、家畜を野生
動物の襲来から守るための囲いが必
要になったため。

問2 5世紀、倭の五王が中国の南朝である「宋」へたびたび使者を送った目的として、当時の東アジア情勢を踏まえた説明として最も適切なものはど
れか。 （2016年 岐阜県公立入試 類似）

1. 朝鮮半島における軍事的な指揮権
や外交的な立場を、中国の皇帝に公
認してもらうため。

2. 福岡県の志賀島で発見された「漢
委奴国王」の金印を、宋の皇帝に返
還するため。

3. 遣隋使の派遣に先立ち、中国の進
んだ律令制度や仏教を日本に導入す
る許可を得るため。

4. 邪馬台国内での争いを鎮めるため
に、中国の強力な軍隊を日本国内へ
招き入れるため。

問3 弥生時代に大陸から伝来した金属器に関する統計資料において、武器や工具として実用的に使われたものとは別に、主に祭祀や儀式の道具とし
て分類される金属器があります。銅鐸や銅鏡などが代表例である、この金属器の名称として適切なものを選びなさい。 （2020年 熊本県公立入試 類似）

1. 須恵器 2. 鉄器 3. 打製石器 4. 青銅器

問4 佐賀県に位置する吉野ヶ里遺跡は、集落の周囲に深い濠（ほり）や土塁を巡らせた「環濠集落」の代表例として知られています。このような大
規模な防衛施設を持つ集落が弥生時代に造られるようになった社会的な背景として、最も適切な説明はどれか、選びなさい。 （2020年 和歌山県公立入試

類似）

1. 狩猟や採集の効率を上げるために
、獲物となる動物を追い込む囲いが
必要だったため

2. 仏教の伝来にともない、寺院を中
心とした聖域を保護する必要が生じ
たため

3. 本格的な稲作が始まり、土地や水
をめぐる集落間の争いが激しくなっ
たため

4. 頻発する大規模な洪水や高潮から
、住居や高床倉庫の浸水を防ぐ必要
があったため

問5 島根県の荒神谷遺跡や加茂岩倉遺跡では、大量の銅剣や銅鐸が一箇所に埋められた状態で発見されている。これらの金属器が、当時の社会にお
いて果たしていた役割について説明したものとして、最も適切なものはどれか。 （2022年 島根県公立入試 類似）

1. 米などの収穫量を正確に計測する
ための度量衡として用いられた

2. 五穀豊穣などを祈るための祭礼用
の道具として用いられた

3. 他の集落との戦争において、殺傷
能力の高い武器として実戦で用いら
れた

4. 大規模な森林を切り開くための伐
採具として用いられた

問6 弥生時代の社会の変化について述べた文として、当時の集落のあり方や道具の特徴を正しく説明しているものはどれですか。 （2024年 沖縄県公立入試

類似）

1. 縄目の文様がある厚手で黒褐色の
土器を使用し、主に狩りや採集を行
って生活した。

2. 竪穴住居が並ぶ大規模な集落が形
成されたが、外敵を防ぐための堀な
どは作られなかった。

3. 集落の周りに堀や柵を巡らせ、薄
くて硬い土器や鉄器・青銅器などの
金属器を使用した。

4. 仏教の伝来とともに巨大な前方後
円墳が造られ、集落の形が大きく変
化した。

問7 佐賀県に位置する弥生時代の代表的な遺跡では、居住エリアの周囲を二重の濠（ほり）や高い柵が囲んでおり、外敵を監視するための物見櫓（
ものみやぐら）の跡も見つかっています。この遺跡の名称と特徴の組み合わせとして正しいものはどれですか。 （2022年 沖縄県公立入試 類似）

1. 三内丸山遺跡 ―
縄文時代の巨大集落

2. 吉野ヶ里遺跡 ―
大規模な環濠集落

3. 板付遺跡 ―
広場に川が流れる開放的な集落

4. 登呂遺跡 ―
仏教寺院が建立された集落

問8 倭の奴国の王が、中国の後漢から金印を授かった紀元1世紀（西暦57年）ごろの世界情勢について、ヨーロッパや地中海周辺の動きを説明したも
のとして正しいものはどれですか。 （2026年 愛知県公立入試 類似）

1. ギリシャ人が地中海沿岸の各地に
ポリス（都市国家）を建設し始めた

2. 西ローマ帝国が滅亡し、ゲルマン
人の大移動が本格化していた

3. アレクサンドロス大王が東方遠征
を行い、ヘレニズム文化が広がって
いた

4. 地中海を囲む広大な地域を統一し
たローマ帝国が成立していた

問9 弥生時代に使用された土器の一般的な特徴を説明したものとして、最も適切なものはどれか。 （2026年 北海道公立入試 類似）

1. 呪術的な目的から、表面に激しい
隆起や複雑な装飾が施されている。

2. 表面に縄目の文様が全体に施され
ており、厚手で黒褐色をしている。

3. 赤褐色で文様やかざりが少なく、
薄くて硬い性質を持っている。

4. ろくろを使用せずに低温で焼かれ
たため、形が歪んでおり非常に厚く
て脆い。

問10 弥生時代に製作された銅鐸や銅鏡などの青銅器について、その主な役割や目的として最も適切な説明はどれか。 （2026年 新潟県公立入試 類似）

1. 集落間の争いにおいて、敵を攻撃
するための強力な武器として用いら
れた

2. 稲作の豊穣などを願うための祭祀
の道具として用いられた

3. 大陸との交易において、通貨の代
わりとなる経済的な手段として用い
られた

4. 木材を加工したり土を掘り起こし
たりするための実用的な工具として
用いられた

問11 弥生時代の大規模な集落に見られる「環濠集落」について、集落の周囲に深い壕や柵を設けた当時の社会的な背景として、最も適切な説明はど
れですか。 （2025年 群馬県公立入試 類似）

1. 大規模な洪水や高潮などの自然災
害から、住居や高床倉庫が流される
のを防ぐため

2. 仏教が伝来したことで、寺院を中
心とした聖なる空間を俗世間から区
別するため

3. 大陸から伝わった最新の建築技術
を誇示し、周辺の豪族に対して政治
的優位を示すため

4. 稲作が普及して蓄えられた食料や
土地をめぐる争いが始まり、防御を
固める必要があったため

問12 長崎県壱岐市の「原の辻遺跡」は、大規模な環濠集落を特徴とし、中国の歴史書に登場する「一支国（いきこく）」の王都とされています。こ
の一支国も含まれる当時の倭国の様子や、女王卑弥呼が中国へ使者を送った出来事について詳しく記されている書物はどれですか。 （2017年

長崎県公立入試 類似）

1. 『宋書』倭国伝 2. 『魏志』倭人伝 3. 『漢書』地理志 4. 『後漢書』東夷伝



いちごドリルプリント

弥生時代プリント 名前

問1 3世紀の日本の様子が記された中国の史書『三国志』の「魏志」倭人伝において、約30の国々をまとめ、中国の魏に使いを送ったとされる邪馬台
国の女王は誰ですか。 （2025年 長野県公立入試 類似）

1. 北条政子 2. 推古天皇 3. 卑弥呼 4. 持統天皇

問2 弥生時代の集落で見られる、地面を円形や方形に掘り下げて床を作り、そこに数本の柱を立てて屋根をかけた、当時の人々が生活していた一般
的な住居形式を何といいますか。 （2018年 奈良県公立入試 類似）

1. 合掌造り 2. たて穴住居 3. 寝殿造 4. 高床倉庫

問3 弥生時代の遺跡からは、大陸から伝わった銅剣や銅矛などの青銅器が発見されることがあります。これらの青銅器の使われ方の特徴や変化につ
いて述べた文として、最も適切なものはどれですか。 （2017年 岡山県公立入試 類似）

1. 当初は武器として伝わったが、日
本では次第に豊作を祈る祭祀や儀式
のための宝物として使われるように
なった。

2. 弥生時代には鉄器がまだ伝わって
いなかったため、青銅器が唯一の金
属製武器として実戦で使われ続けた
。

3. 各地の王が富を蓄えるための貨幣
として使われ、和同開珎が作られる
まで主要な流通手段となった。

4. 青銅器は非常に硬くて丈夫であっ
たため、収穫した稲を加工するため
の農業用工具として普及した。

問4 1世紀頃、日本（倭）の小国の王が中国の漢（後漢）の皇帝に使いを送り、皇帝から臣下として認められた証として授けられたとされる金印には
、どのような文字が刻まれていますか。 （2019年 長野県公立入試 類似）

1. 卑弥呼 2. 親魏倭王 3. 志賀島 4. 漢委奴国王

問5 邪馬台国の女王卑弥呼が、当時の中国の王朝である魏に使いを送った背景やその後の状況を説明した文として、最も適切なものを選びなさい。
（2023年 山形県公立入試 類似）

1. 秦の始皇帝に対して不老不死の薬
を献上することで、国内の争いを鎮
めるための軍事支援を求めた。

2. 魏の皇帝から「親魏倭王」の称号
や金印を授かることで、国内の小国
に対する自らの権威を高めようとし
た。

3. 倭の奴国の王として、後漢の皇帝
から金印を授かり、九州地方の交易
の利権を独占しようとした。

4. 大陸の優れた仏教文化を直接取り
入れるために、公式な使節として小
野妹子を魏の都へ派遣した。

問6 中国の歴史書とそこに記された倭（日本）に関する記述の組み合わせについて、記述内容から判断して「魏志」倭人伝の説明として最も適切な
ものを選びなさい。 （2024年 沖縄県公立入試 類似）

1. 邪馬台国の卑弥呼が使いを送り、
死後には大きな塚が作られて100人
余りの人々が殉葬されたとする記述

2. 倭人が100余りの国に分かれ、朝
鮮半島の楽浪郡に定期的に使者を送
っていたとする記述

3. 倭王が中国の皇帝に対し、自らを
「日出づる処の天子」と称する国書
を送ったとする記述

4. 倭の奴国の王が後漢の皇帝から金
印を授かり、のちに倭国全体で大き
な乱れが起きたとする記述

問7 福岡県の志賀島で発見された金印には、正方形の印面に「漢委奴国王」の五文字が刻まれており、つまみの部分は蛇を模した形状（蛇鈕）とな
っています。この金印を奴国の王が後漢の皇帝から授かった政治的な背景として、最も適切な説明はどれですか。 （2023年 富山県公立入試 類似）

1. 中国の皇帝から地位を認められる
ことで、自らの権威を高めて周辺の
勢力を抑えようとしたため

2. 大陸から仏教を公式に導入するた
めの許可を得て、国内の宗教的な統
一を図ろうとしたため

3. 卑弥呼が「親魏倭王」の称号を得
るための事前交渉として、大陸との
友好関係を築くため

4. モンゴル民族の侵攻に対抗するた
め、大陸の軍隊に日本列島までの援
軍を要請したため

問8 弥生時代に使用された道具とその背景について述べた文として、正しいものはどれですか。 （2024年 山口県公立入試 類似）

1. 収穫の効率を上げるために、鉄製
の鎌を用いて稲の根元から刈り取る
方式がこの時代に確立した。

2. 金属器のうち、青銅器は主に木材
を加工するための工具として、鉄器
は祭祀用の宝物として使い分けられ
た。

3. 牛や馬を農作業に利用する牛馬耕
が導入されたことで、大規模な水田
開発が全国で一斉に進んだ。

4. 稲作が始まった当初は木製の農具
が中心であったが、次第に大陸から
伝わった鉄器なども使われるように
なった。

問9 日本の歴史における、弥生時代の社会の様子を説明したものとして最も適切なものはどれですか。 （2024年 山口県公立入試 類似）

1. 大陸から稲作の技術が伝わり、水
田の近くで共同生活を送る「むら」
と呼ばれる集落がつくられるように
なった。

2. 衣類に用いる素材として麻に代わ
り綿（木綿）が全国的に普及し、庶
民の生活水準が大きく向上した。

3. 日本列島がまだ大陸と陸続きであ
ったため、人々はナウマンゾウなど
の大型の動物を追って移動しながら
生活していた。

4. 農業の生産力を高めるために、同
じ耕地で一年に二種類の作物を栽培
する二毛作の技術が全国的に広まっ
た。

問10 佐賀県で発見された、弥生時代の大規模な環濠集落の跡として知られる遺跡について述べた文として、適切なものはどれですか。 （2016年

岐阜県公立入試 類似）

1. 相沢忠洋によって発見された、日
本に旧石器時代が存在したことを証
明する遺跡である。

2. 物見やぐらや竪穴住居が復元され
ており、銅鏡や銅鐸などの青銅器が
出土している。

3. 戦国時代から江戸時代にかけて銀
の採掘が行われた、世界遺産に登録
されている遺跡である

4. 縄文時代の集落跡であり、大型の
堅穴住居やクリの栽培跡が確認され
ている。

問11 3世紀の日本において、30余りの小国を従えていた邪馬台国の女王は、中国の王朝である魏に使者を送りました。この女王が魏の皇帝から授かっ
た称号として正しいものはどれか。 （2018年 福島県公立入試 類似）

1. 親魏倭王 2. 倭王武 3. 漢委奴国王 4. 征夷大将軍

問12 弥生時代に大陸から稲作の技術とともに伝わった金属器のうち、銅とスズの合金で作られ、主に豊作を祈るなどの祭祀（祭り）の儀式に用いら
れた道具の総称を何というか。 （2022年 島根県公立入試 類似）

1. 打製石器 2. 鉄器 3. 青銅器 4. 土器

問13 弥生時代に大陸から伝えられた金属器のうち、銅鐸や銅剣などの青銅器は、主にどのような目的で使用されていたと考えられますか。 （2019年

徳島県公立入試 類似）

1. 食物を煮炊きしたり、貯蔵したり
するための生活容器として用いられ
た

2. 土地を耕したり木を加工したりす
る実用的な工具として用いられた

3. 集団の祭祀や祭りの道具として用
いられた

4. 都の東西に置かれた市で、布や米
と交換される通貨として用いられた



いちごドリルプリント

弥生時代プリント 名前

問1 「魏志倭人伝」に記されている、3世紀頃の日本（倭）の社会や政治の様子に関する説明として、当時の状況を正しく述べているものを選びなさ
い。 （2025年 長野県公立入試 類似）

1. 仏教が伝来した直後であり、各地
で巨大な寺院の建設が始まっていた

2. 律令制度が導入され、戸籍に基づ
いて全ての人々に口分田が割り当て
られていた

3. 武士団が結成され、各地の荘園を
管理するために地頭が派遣されてい
た

4. 大人（たいじん）と下戸（げこ）
という身分の差があり、租税を納め
る仕組みがあった

問2 弥生時代から江戸時代までの外交上の主なできごとを整理した記録において、3世紀に邪馬台国の女王である卑弥呼が中国の魏に使いを送り、皇
帝から「親魏倭王」の称号を授かった目的や背景を説明したものとして、最も適切なものはどれですか。 （2017年 富山県公立入試 類似）

1. 「漢委奴国王」と刻まれた金印を
授かることで、北九州の奴国を中心
とした小国の連合体を統一し、女王
の地位を証明するため。

2. 朝鮮半島南部での鉄資源の確保を
目的として、中国の王朝と軍事同盟
を結び、高句麗や百済に対抗するた
め。

3. 先進的な仏教文化や律令制度を日
本に導入し、天皇を中心とした中央
集権国家の基盤を早急に固めるため
。

4. 中国の強力な王朝との外交関係を
築き、その権威を背景に国内の統治
を安定させ、周辺諸国との関係を有
利に進めるため。

問3 弥生時代に朝鮮半島から稲作が伝来したことで、縄文時代とは異なる社会状況が生まれました。生産力の向上や定住生活に伴って発生した出来
事について、適切に説明しているものはどれですか。 （2023年 茨城県公立入試 類似）

1. 冠位十二階が定められ、個人の才
能や功績に応じて役職が与えられた
。

2. 収穫した稲の分配や土地の所有を
めぐって、むら同士の争いが発生し
た。

3. 狩猟や採集が中心の生活となり、
人々は獲物を求めて常に移動し続け
た。

4. 仏教が伝来し、各地で大規模な寺
院の建設が始まった。

問4 弥生時代には青銅器と鉄器がほぼ同時に日本列島へ伝わりました。それぞれの金属器が果たした役割の違いについて説明したものとして、最も
適切なものはどれですか。 （2020年 沖縄県公立入試 類似）

1. 鉄器は定期市での取引を円滑にす
るために使われ、青銅器はイスラム
教の礼拝の道具として使われた

2. 鉄器は鋭さや硬さを活かして農具
や武器などの実用に供され、青銅器
は主に祭りの道具として使われた

3. 青銅器は加工のしやすさを活かし
て農具や工具として普及し、鉄器は
主に祭りの道具として使われた

4. 青銅器は前方後円墳に埋葬するた
めの副葬品として作られ、鉄器は神
社の建築のために使われた

問5 縄文時代末期から弥生時代にかけて、大陸から伝わった稲作がいち早く開始されたと考えられている、現在の福岡県や佐賀県を含む地域はどこ
ですか。 （2016年 奈良県公立入試 類似）

1. 北九州 2. 東北 3. 近畿 4. 関東

問6 弥生時代の3世紀、邪馬台国の卑弥呼が中国の「魏」に対して使いを送った目的と、その結果として当時の国際情勢から読み取れる背景として最
も適切なものはどれか。 （2017年 東京都公立入試 類似）

1. 日宋貿易を円滑に進めるために、
大輪田泊のような港湾施設を整備し
て中国との経済的な結びつきを重視
した。

2. 中国の皇帝から倭の王としての正
当性を認められることで、国内の諸
勢力に対する支配力を強化しようと
した。

3. 隋の皇帝に対して対等な立場での
外交を求め、小野妹子を派遣して「
日出づる処の天子」という国書を届
けさせた。

4. 全国的な徴税制度である大宝律令
を確立させるために、中国から法制
度の専門家を招いて政治改革を推進
した。

問7 弥生時代に作られた青銅器の一種で、釣鐘のような形をしており、表面に流水紋や当時の狩猟・農耕の様子が描かれていることがある、稲作の
祭りなどに使われたとされる遺物を何というか名称を答えなさい。 （2020年 大分県公立入試 類似）

1. 銅鏡 2. 埴輪 3. 銅鐸 4. 勾玉

問8 佐賀県で発見された、弥生時代の大規模な環濠集落の跡として知られる遺跡について述べた文として、適切なものはどれですか。 （2016年

岐阜県公立入試 類似）

1. 相沢忠洋によって発見された、日
本に旧石器時代が存在したことを証
明する遺跡である。

2. 戦国時代から江戸時代にかけて銀
の採掘が行われた、世界遺産に登録
されている遺跡である

3. 物見やぐらや竪穴住居が復元され
ており、銅鏡や銅鐸などの青銅器が
出土している。

4. 縄文時代の集落跡であり、大型の
堅穴住居やクリの栽培跡が確認され
ている。

問9 弥生時代に大陸から稲作とともに伝わった金属器のうち、硬くて鋭利な特徴を活かして、木工具や農具、武器などの実用的な道具として広く普
及したものは何ですか。 （2016年 大阪府公立入試 類似）

1. 鉄器 2. 石器 3. 青銅器 4. 土器

問10 3世紀前半の倭（日本）について記した中国の歴史書である「魏志倭人伝」には、多くの小国を従えた強力な勢力の存在が記されています。この
勢力の名称と、周辺の小国を連合させて治めていたとされる女王の組み合わせとして正しいものはどれですか。 （2026年 大阪府公立入試 類似）

1. 奴国 ― 卑弥呼 2. 邪馬台国 ― 推古天皇 3. 邪馬台国 ― 卑弥呼 4. 奴国 ― 持統天皇

問11 佐賀県に位置する弥生時代の代表的な遺跡では、居住エリアの周囲を二重の濠（ほり）や高い柵が囲んでおり、外敵を監視するための物見櫓（
ものみやぐら）の跡も見つかっています。この遺跡の名称と特徴の組み合わせとして正しいものはどれですか。 （2022年 沖縄県公立入試 類似）

1. 登呂遺跡 ―
仏教寺院が建立された集落

2. 吉野ヶ里遺跡 ―
大規模な環濠集落

3. 板付遺跡 ―
広場に川が流れる開放的な集落

4. 三内丸山遺跡 ―
縄文時代の巨大集落

問12 大陸から伝わった稲作が日本各地に広まったことは、当時の社会のあり方に大きな変化をもたらしました。収穫物の貯蔵という観点から、稲作
の普及が社会に与えた影響として最も適切な説明を選びなさい。 （2023年 神奈川県公立入試 類似）

1. 収穫した稲を加工するために、鉄
器よりも先に漢字が伝来し、役所に
よる管理体制が全国で確立した。

2. 収穫物を平等に分配する仕組みが
完成したため、ムラ同士の争いは完
全になくなり平和な社会が実現した
。

3. 食料を保存する必要がなくなった
ため、人々は定住をやめて獲物を追
いかける移動生活へと戻った。

4. 収穫したコメを富として蓄えるこ
とが可能になったため、蓄えの多寡
による貧富の差や身分の違いが生ま
れた。

問13 弥生時代の遺跡から発掘される人骨に見られる特徴のうち、当時の社会において集落間の対立が激化したことを示す根拠として正しいものはど
れですか。 （2022年 沖縄県公立入試 類似）

1. 人骨が、身分に応じた大きさや形
の異なる前方後円墳などの古墳から
発見されること

2. 骨に武器による殺傷跡があったり
、本来あるはずの頭部がない状態で
発見されたりすること

3. 人骨の周囲に、祭祀に用いられた
と考えられる銅鐸や銅剣が大量に並
べられていること

4. 骨の成分分析から、家畜の肉を主
食としていたことが判明し、獲物の
奪い合いが推測されること



いちごドリルプリント

弥生時代プリント 名前

問1 1世紀半ば、奴国の王が中国の王朝（漢）に使者を送り、金印を授けられたという出来事について、その当時の国際関係のあり方や目的を説明し
たものとして最も適切なものはどれですか。 （2026年 山口県公立入試 類似）

1. 対等な立場での外交を求める国書
を送り、大陸の進んだ律令制度を日
本へ速やかに導入することを目的と
した

2. 仏教を日本に広めるため、優れた
経典や仏像を日本へ持ち帰る許可を
皇帝に求める使節を派遣した

3. 中国の皇帝に朝貢してその支配下
に入ることで、自身の王としての地
位を認めさせ、国内での権威を高め
ようとした

4. 朝鮮半島での軍事的な優位を確保
するため、中国の王朝と軍事同盟を
結び、援軍を派遣してもらう約束を
取り付けた

問2 弥生時代の社会状況を示す事例として、香川県にある紫雲出山遺跡のように、瀬戸内海を一望できる高い山の上に作られた「高地性集落」があ
ります。卑弥呼が邪馬台国を治めていた時期を含め、このような特殊な場所に集落が作られた理由として、当時の社会背景を説明したものを選
びなさい。 （2021年 香川県公立入試 類似）

1. 大陸から伝来した仏教を修行する
ための山岳寺院を建てる必要があっ
たため。

2. 遣隋使や遣唐使として派遣される
人々を、高い場所から見送る儀式を
行うため。

3. 白村江の戦いで敗れた後、唐や新
羅の侵攻に備えて防衛拠点としての
城を築いたため。

4. 稲作が普及する中で、土地や水を
めぐる集落間の争いが激化し、防衛
や監視に有利だったため。

問3 弥生時代に作られた高床倉庫において、建物の床を高く設計した主な理由として最も適切な説明を選びなさい。 （2022年 三重県公立入試 類似）

1. 高い位置から周囲を監視し、敵の
侵入をいち早く察知するため

2. 床下を住居スペースとして活用し
、土地を効率的に利用するため

3. 収穫した稲を湿気から守り、ネズ
ミなどの小動物による被害を防ぐた
め

4. 洪水が発生した際に、集落の人々
が避難する場所を確保するため

問4 1世紀半ば、弥生時代の日本（倭）にあった奴国の王が、中国の後漢の皇帝から金印を授けられた頃の世界の動向として正しいものはどれですか
。 （2019年 神奈川県公立入試 類似）

1. ローマ帝国が地中海周辺を統一し
、パレスチナでイエスがキリスト教
を創始した。

2. 南アジアのインダス川流域でイン
ダス文明が栄え、大きな都市が建設
された。

3. アラビア半島でムハンマドがイス
ラム教を創始し、急速に勢力を拡大
した。

4. ヨーロッパでルターが宗教改革を
始め、カトリック教会に対してプロ
テスタントが成立した

問5 弥生時代における「ムラ同士の争い」は、その後の日本の社会構造にどのような変化をもたらしましたか。当時の社会の流れとして最も適切な
説明を選びなさい。 （2024年 北海道公立入試 類似）

1. 争いを通じて周辺のムラが統合さ
れ、クニと呼ばれる強力な政治的ま
とまりが形成された

2. 争いを鎮めるために、各集落が完
全に独立したまま交流を断つ鎖国の
ような状態になった

3. すべての人が平等に食料を分配す
る仕組みが作られ、身分の差が完全
になくなった

4. 争いを避けるために人々が再び移
動生活に戻り、定住する集落が一時
的に消滅した

問6 古代の日中関係をまとめた学習レポートにおいて、5世紀のヤマト王権による外交について記述する場合、その内容として正しいものはどれです
か。 （2025年 神奈川県公立入試 類似）

1. 「倭の五王」と呼ばれる王たちが
、中国の南朝に使節を派遣し、朝鮮
半島での軍事的な指揮権や自らの地
位を認めさせようとした。

2. 奴国の王が中国の後漢へ使節を派
遣し、光武帝から「漢委奴国王」と
刻まれた金印を授かって、北九州で
の地位を確立した。

3. 邪馬台国の卑弥呼が中国の魏に使
節を派遣し、「親魏倭王」の称号と
ともに金印を授かり、国内の小国連
合の統制を強めた。

4. 小野妹子が遣隋使として中国の隋
へ派遣され、対等な立場での外交を
求める国書を提出して、新しい官制
や憲法を導入しようとした。

問7 弥生時代に大陸から稲作が伝わり、食料を蓄えることが可能になったことで生じた社会の変化について、最も適切な説明を選んでください。
（2021年 神奈川県公立入試 類似）

1. 政府から農民へ平等に土地が割り
当てられ、収穫した稲を税として納
める制度が整った。

2. 土地や水の利用、蓄えた食料など
をめぐって、ムラの間で争いが起こ
るようになった。

3. 表面に縄目の文様がある、厚手で
黒褐色の土器が全国的に作られるよ
うになった。

4. ナウマン象などの大型動物を狩猟
するために、人々は移動を繰り返し
ながら生活するようになった。

問8 弥生時代、稲作の普及によって余剰生産物が生まれると、富を蓄えた有力者が現れ、各地に小規模な政治集団である「国」が形成されました。
当時の倭（日本）の有力な王は、中国の王朝から自らの地位を正式に認められることで、周辺諸国に対する権威を高めようとしました。西暦57
年に、倭の「奴国」の王が中国の後漢の皇帝から授かった、その地位を証明するための品物として正しいものを選びなさい。 （2018年 神奈川県公立入試

類似）

1. 「漢委奴国王」と刻まれた金印 2. 稲荷山古墳から出土した鉄剣 3. 仏像や経典 4. 三角縁神獣鏡

問9 3世紀の中国の歴史書『魏志』倭人伝において、女王卑弥呼が統治していたとされる、当時の日本列島の呼称として適切なものはどれですか。
（2017年 長崎県公立入試 類似）

1. 倭国 2. 邪馬台国 3. 高天原 4. 日本

問10 1世紀、3世紀、5世紀の倭（日本）の勢力が行った中国への朝貢について述べた文として、正しいものはどれか。 （2016年 岐阜県公立入試 類似）

1. 5世紀、倭の五王が魏へ使いを送
り、朝鮮半島における軍事的な立場
を認めさせようとした。

2. 5世紀、奴国の王が南朝の宋へ使
いを送り、金印を授けられた。

3. 3世紀、邪馬台国の卑弥呼が後漢
へ使いを送り、「親魏倭王」の称号
を授けられた。

4. 1世紀、奴国の王が中国の後漢へ
使いを送り、皇帝から金印を授けら
れた。

問11 弥生時代に大陸から伝わり、日本の社会を大きく変化させた稲作の広がりについて述べた文として、正しいものはどれか。 （2023年 佐賀県公立入試

類似）

1. 稲作の普及により、それまで使わ
れていた打製石器がすべて消失し、
すべてが青銅器や鉄器に置き換わっ
た。

2. 稲作は九州から始まり、東北地方
まで広がったが、当時の気候や環境
の影響もあり北海道や沖縄を除く地
域に定着した。

3. 稲作は日本全土に均一に広まり、
北海道や沖縄においてもこの時期に
大規模な水田開発が行われた。

4. 稲作が伝わった直後に大王（おお
きみ）と呼ばれる強力な支配者が現
れ、全国の開墾を命令した。

問12 紀元1世紀、倭の奴国の王が大陸へ使節を送り、後漢の皇帝から授けられたとされる金印について、その事実が記述されている中国の歴史書とし
て正しいものはどれですか。 （2023年 富山県公立入試 類似）

1. 「魏志」倭人伝 2. 「宋書」倭国伝 3. 「隋書」倭国伝 4. 「後漢書」東夷伝


